
広報

人　口 6,111人　（前月比－7）

世帯数 2,514世帯（前月比±0）

3,166人　（前月比＋7）男
2,945人　（前月比－14）女

木曽岬町の人口と世帯数 9月1日現在

主な内容
10月18日は統計の日です
統計調査員募集
「教育長」「教育委員」就任

こんにちは地域包括支援センターです
親子で絵本の読み聞かせを楽しもう
臨時休業中のオンライン授業
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きそさき
INFORMATION

10月18日は統計の日です
　10月18日は「統計の日」です。この日は、統計の重要性に関する関心と理解を深め、統計調査に
対する国民のより一層の協力を頂けるようにと、昭和48年に制定されました。
　また総務省が募集を行った、令和3年度「統計の日」標語は『「有難う」感謝で集める調査票』に
決定しました。
　国や県、地方自治体は、様々な社会課題を解決し、住民の生活をより良いものにするために数多く
の行政施策を企画・立案しています。
　しかし、現在の社会・経済情勢をしっかりと把握していなければ、有意義な対策を練り出すことは
不可能です。
　統計調査は、調査票に記された社会情勢の現状をデータとして吸い上げ、それを的確な行政施策の
企画立案に役立てられるために実施されています。
　その一つ一つは地味で、効果も見えにくいですが、皆さんのご協力は「より良い施策」に姿を変え、
社会全体に利益をもたらしてくれます。統計調査にご理解とご協力をお願いします。

　町では、統計法に基づく統計調査について、調査員として活動していただける方を募集します。
　統計調査員を希望される方に、あらかじめ「登録調査員」として登録していただき、各種統計調査実施
の際に調査への従事をお願いし、統計調査員として活動していただきます。（詳しくは、今月号の折込みチ
ラシをご覧ください）

●仕事の内容は
　１． 調査員説明会への出席

　２．調査の準備

　３．調査対象を訪問し、調査票の配付・回収

　４．調査票の点検・整理

　５．調査票を町に提出

●どんな人が登録できるの
　•子育て世代…空いた時間を活用

　•退職後の方…生活にメリハリをつけたい

　•お勤め中の方…帰宅後や休日を活用

　•学生…社会人になる前に経験を積みたい

●報酬はあるの
　国の算定基準（調査の種類や調査対象など）に

　基づき、各種調査終了後に報酬が支払われます。

　約２万円～５万円程度となることが多いです。

●どんな調査があるの
　５年に１度の国勢調査や、経済センサスなど複

　数の調査があります。

●どうやって応募するの
　統計調査員の登録を希望される方は、危機管理

　課までお問い合わせいただくか、町ホームペー

　ジに掲載の「統計調査員申込書」を危機管理課

　までご提出ください。

木曽岬町では統計調査員を募集しています
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ヘルシークッキングのお知らせヘルシークッキングのお知らせ

●時　　間／午前10時～午前11時30分
●場　　所／保健センター　集団指導室
●対 象 者／木曽岬町にお住まいの方
●定　　員／ 12名
●実施内容／ミニ講話と簡単な調理サンプル品の紹
　　　　　　介
　　　　　　（新型コロナウイルス感染拡大防止の
　　　　　　為、調理実習は行いません)
●持 ち 物／筆記用具

●参 加 費／無料
●申込方法／一週間前までに保健センター（68-6119）
　　　　　　管理栄養士までお電話もしくは窓口ま
　　　　　　でお申し込みください。
　　　　　　（定員になり次第締め切ります）
※新型コロナウイルス感染症、その他の都合により
　中止、または実施日や内容を変更する場合があり
　ますので、ご了承ください。

実 施 日

10月19日（火）

11月16日（火）

11月30日（火）

11月 2日（火）

内 容
骨太レシピ

骨粗鬆症予防の食事について
11月14日は世界糖尿病デー
高血糖予防の食事について

高血圧を防ぐ食事
おいしく減塩する食事について

腸活レシピ
食物繊維豊富な食事について

リサイクルの森リサイクルの森
情ベイ 報ント

●問合せ先
㈱くわなＥサービス
☎0594-87-5133
HP：https://www.kwes-ebara.com

「リサイクルの森」体験プログラムを開催します
●開催日時／ 10月23日（土）
　　　　　　午前の部　午前10時から
　　　　　　午後の部　午後1時から
●会　　場  
　桑名広域清掃事業組合　リサイクルの森
　管理棟2階（桑名市多度町力尾字沢地4028）
●実施内容
　木の実・どんぐりで秋のオブジェ作り
　（約60分間のプログラムです。）
　※小さいお子様向けにぬりえを準備しています。
●参加対象
　対象：桑名市・木曽岬町・東員町の在住者
　定員：午前の部　5グループ（最大25名程度）
　　　　午後の部　5グループ（最大25名程度）
　　　　※小学生以下の方は保護者同伴

　体験プログラムは、先着順の事前予約制となりま
す。
　参加ご希望の方は下記応募締切日までに「リサイ
クルの森」へ、電話（0594-87-5133）にてご応募
ください。
●応募締切日
　10月22日（金）　午後４時まで
　（午前９時～午後４時　土・日曜日を除く）
●同時開催
　モノ・コトショップ　午前10時～午後３時

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マス
クの着用をお願いしております。ご協力をお願いい
たします。
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先
　9月の町議会定例会におきまして、教育長として
同意をいただき、引き続き教育行政を担わせていただく
ことになりました。
　直面する諸課題に全力で取り組み、皆様の負託にこたえられるよう努めて
まいります。
　これまでと同様、ご支援、ご協力をいただきますようお願いします。

『教育長』就任のご挨拶

教育長 山北　哲

『教育委員』の就任

全国大会出場！！
小久保 穂さん（鈴鹿WPC所属／水球）

教育長と同じく、この度、白木 修氏も議会の同意を得て教育委員として就任（再任）されました。

　この度、教育委員としてご同意いただき、
引き続き教育行政に携わらせていただくこ
とになりました。
　微力ではございますが、木曽岬町の教育
の推進に努力させていただきますので、皆
様のご支援、ご指導を賜りますようお願い
します。

•白木　　修氏（任期Ｒ3.10.1 ～Ｒ7.9.30）
•伊藤　隆之氏（任期Ｒ2.10.1 ～Ｒ6.9.30）
•宮崎　佐和氏（任期Ｒ1.10.1 ～Ｒ5.9.30）
•大橋　洋平氏（任期Ｈ30.10.1 ～Ｒ4.9.30）

なお、現在の教育委員は以下の４名と
なります。

【就任のご挨拶】

　８月20日（金）に全国大会出場に伴う激励金
の交付が役場町長室で行われ、 “第44回全国
JOCジュニアオリンピック夏季水泳競技大会
（8/22～8/26）”に出場する小久保穂さん（和
泉）に加藤町長から激励金が授与されました。
　小久保さんは令和３年７月３日（土）から４
日（日）に大垣市民プールにて開催された“全
国JOCジュニアオリンピック夏季水泳競技大
会東海ブロック予選C区分”において見事優
勝され、全国大会へのキップを手にしました。
　小久保さんからは「全国大会で活躍できる
ように頑張ります」と力強い決意表明を頂き
ました。
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　８月27日に出された緊急事態宣言により、木曽岬小・
中学校では、1人1台の学習用タブレット端末（iPad）
を活用し、学校と家庭とを結んだオンライン授業を実施
しました。
　夏休み明けの９月１日・２日には中学校で、３日・６
日には小学校で分散登校を行い、夏休みの宿題を提出す

るとともに、1人1台タブレット端末を使ったオンライ
ン授業の説明を行いました。
　オンライン授業を進めるために、各ご家庭のインター
ネット環境を活用させていただきました。
　木曽岬町で実施したオンライン授業は以下の通りの方
法を基本としました。

　これは、実際にオンライン授業を行っている様子です。
先生が授業をしている教室には子どもたちはおらず、画
面を通して授業に参加しています。
　各ご家庭でご協力いただき、ネットワークにも無事接

続できたので、対面の授業と大きく変わらない授業を行
うことができました。今後、同じ様な状況になっても子
どもたちの学びを止めない取り組みとして、活用を進め
ていきます。

臨時休業期間中にオンライン授業を行いました

　この調査は、小学校６年生・中学校３年生を対象に、
学力及び学校生活や家庭生活の様子を把握し、今後の学
習や生活の改善に必要な取り組みを検証していくために
実施されているもので、新型コロナウイルス感染症の影
響により、今年度は２年ぶりに実施されました。
　木曽岬町では、国語・算数（数学）ともに全国の平均
正答率を下回る結果となりました。
　小中学校ともに、国語では、自分の考えをまとめたり
読み取った内容を要約したりすることに、算数（数学）
では、事柄に対して数学的に考え記述することに課題が
見られました。
　これまでにも、『子どもたちに読んでほしい100冊』
をまとめたリーフレット『読書登山』を活用し、子ども

たちの読書意欲を高めるよう取り組んできましたが、ま
だまだ十分な成果が出すには至りませんでした。今後も
読書啓発を継続しつつ、さらなる国語の授業改善に取り
組み、課題である文章を読み解く力を伸ばすことに注力
していきます。算数（数学）に対しても、日々の授業の中で、
物事を根拠に基づき、論理的に考え記述するような場面
を取り入れた授業を進めていきます。
　また、学校での授業においてタブレット端末を効果的
に活用し、自分の考えを整理しクラスメイトと共有する
ことで学びを深める「協働的な学習」や、一人一人の理解
度に合わせて苦手分野を克服する「個別最適化学習」に
取り組むなど、学校と連携を図りながら学力向上につな
がる授業を進め、子どもたちの学びを支援していきます。

「令和３年度全国学力・学習状況調査」結果

①ビデオ会議システム（Google Meet）を使いながら、担任の先生と子どもたちがお互いに顔を見合って、朝
　の挨拶を行う
②授業支援アプリ（ロイロノート・スクール）で、検温などの健康観察を行い、養護の先生が子どもたちの体調を
　リアルタイムで把握する
③毎日の時間割に従って、授業を行う
④授業の指示は、Google Meetを使って、担任の先生から音声やビデオ通話で指示を出したり、ロイロノート・
　スクールを使って、文字で書かれた指示を子どもたちに配信したりする
⑤子どもたちは課題に取り組み、ロイロノート・スクールで担任の先生に課題を提出する
⑥デジタルドリルシステム（eライブラリ）で、先生から出された課題に取り組んで、結果を先生に送信する
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連載：グッドストーリーズⅡ　～未来へつなぐバトン・パス～

　策定3年目を迎える「木曽岬町こども園・学校教育方針」を推進していくために、今年度も“木曽岬町
ならでは”の「オリジナル5」を大切にしながら施策展開を図っていきます。グッドストーリーズⅡは、
木曽岬の未来の担い手となる子どもたちの園・学校でのいろいろな“学び”の姿を、園・学校から家庭や
地域へ、世代から世代へ「バトン・パス」をするように発信していきます。
　10月号では、こども園の様子についてご紹介します。

　子どもたちは、絵本が大好きです。読み聞かせの時間になると、どの子も保育者の所に集まってきて、「ど
んなお話が始まるのかな？」と真剣な眼差しで、保育者が手にした絵本を食い入るように見ています。
　０、１歳児は、絵本の中の知っている物に指差しをしてみたり、絵本のページを自分でめくる事を楽しんだ
りしています。読み聞かせが終わると「もう一回！もう一回！」とお願いする声がやまず、読み聞かせが楽し
いから、何度も何度も読んでもらいたがります。
　２、３歳児になってくると、お話の内容に合わせて想像力を膨らませ、自分の体全体を使って絵本と関わっ
ている姿が見られます。例えば、子どもたちは「ぴょーん」という絵本が大好きで、絵本に登場するカエルに
負けないぐらい飛び上がりながら、読み聞かせを楽しんでいます。
　４、５歳児になってくると静かにお話を聞き、絵本のお話の中に引き込まれていき、「どうしてこうなった
の？」「○○かわいそうだったね」と自分が感じたことを話すことができるようになります。
　このように、園では子どもたちが成長段階に応じて、様々なジャンルの絵本と出会えるように工夫をし、子
ども達と一緒に楽しみながら読書活動を進めています。

　今年度からは、ご家庭で絵本の読み聞かせをしていただくことで、読書の時間や親子で触れ合う時間を増や
してもらおうと、「貸し出し絵本コーナー」を昇降口に設けました。毎月、絵本のテーマを変えながら、年齢
や季節に応じた絵本や紙芝居を配置しています。お迎えの時に、「どれにする？」「これおもしろそうだね」と
会話を弾ませながら絵本を選ぶ親子の姿も見られるようになってきました。今後は、月ごとに人気絵本ベスト
５やクラスごとの貸出状況を集計し、保護者の皆さんにお知らせしていく予定です。
　また、３歳児以上の子どもたちは、夏休み期間中に園の「貸し出し絵本コーナー」や町立図書館を利用し、「読
書登山ブックリスト」（子どもたちの読書活動を進めるために町が作成した本の紹介冊子）に載っている絵本
の中から３冊選んで、ご家庭で読み聞かせをしてもらう取り組みも行いました。
　このように、こども園では家庭と協力しながら、子どもたちの本に対する興味・関心をより一層高め、読書
習慣の定着を図るための取り組みを進めています。絵本や本の読み聞かせは、子どもたちがお話の楽しさを感
じるひとときです。子どもの情緒や想像力を育て、ことばを覚える機会になります。さらに、ことばを学ぶことで、
考える力が育ち、人に関わろうとする気持ちも育ちます。また、保護者の皆さんにとっては、お子様の素敵な
表情を通して子育ての楽しさを感じるひとときにつながることでしょう。
　コロナ禍にあって、ご家庭で過ごされる時間も多いことと思います。ぜひ読書の秋に、ご家族で、親子で、
一緒に読書をしてみてはいかがでしょうか。

“木曽岬町ならでは”の教育推進重点項目「オリジナル5」

親子で絵本の読み聞かせを楽しもう！親子で絵本の読み聞かせを楽しもう！
～園・保護者で取り組む読書活動～

人気絵本ベスト５（８月）
１位「かたつむりののんちゃん」９冊
２位「はのはのはなし」　　　　８冊
　　「がんばれはぶらしまん」　８冊
４位「とまとさんがね・・・」　６冊
　　「ずらーりかえる」　　　　６冊
　　「おこだでませんように」　６冊
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秋の文化祭中止

●問合せ先／文化協会事務局（教育委員会事務局内）　☎68－1617

　11月7日に開催を予定しておりました秋の文化祭につきましては、新型コロナウイルス感染症感
染拡大防止の観点から中止させていただきます。
　文化活動の成果を発表する文化祭を今年度も中止することは大変残念ではありますが、ご理解いた
だきますようお願いします。

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

24日㈰　午後1時～午後4時

10日㈰　午前9時～午後4時　　24日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時※新型コロナウイルスの感染状況によっては中止となる場合があります。

今月の
図書館
コーナー

「世界中、どこに行っても、音楽は通じる。言葉の壁がない。感動を共有することができる。
あたしたちは言葉の壁があるから、ミュージシャンは本当に羨ましい。」

蜜蜂と遠雷　著・恩田陸　幻冬舎より抜粋

メインコーナー
「芸術・食欲・スポーツの秋」
サブコーナー

「いにしえに思いをはせて」
児童コーナー

「ごはんのほん」

今月のNEWS

今月の予定

10／4 日野原重明（医師）・いしかわこうじ（絵本作家）誕生日
10／ 12 島田荘司（作家）　10／ 14　正岡子規（俳人）誕生日
10／ 18 馬場のぼる・佐々木マキ（絵本作家）誕生日
10／ 19 羽田圭介（作家）誕生日
10／ 21 江戸川乱歩（作家）・乙一（作家）誕生日　
10／ 22 イチロー（野球選手）・田中秀樹（作家）誕生日
10／ 25 恩田陸（作家）　10／ 26　北方謙三（作家）誕生日
10／ 31 灰谷健次郎（作家）

きょうはなんの日？

◎開館日　火～木…… 午前10時～午後6時　金…正午～午後8時
　　　　　土・日・祝… 午前9時～午後5時

●問合せ先／町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：http://kisosaki-library.net/

10月 図書館カレンダー ○の日は休館日です

※最終木曜日は館内整理日で休館となっています。

日月 火 水

4

3

5

1 2

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

18 19

25

20

16

21

26 27

22 23

28

17

24

29 30 31

木 金 土

郷土文化交流スペース展示予定
・カモミールのつどい（観葉植物・多肉植物の展示）

　秋は、一年中で一番過ごしやすい季節ではないでしょうか。気候も過ごしやすく、食べ物もおいしく、活
動しやすい。また秋の夜長は静かで読書や音楽に深く浸ることが出来ます。10月生まれの作家恩田陸さ
んは多くの作品を生み出している作家です。記憶も新しき「156回直木賞」と「本屋大賞」をダブル受賞
した「蜜蜂と遠雷」は、ピアノコンクールが舞台となっています。読み進めていくうちにコンサートホール
でのピアノの演奏が聴こえてくるような…？読書の秋に、おすすめです。
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●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●10月の子育てサロンのお休み
　８日㈮、18日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン

　ひとり一人が取り組むことが大切になります。
　自分自身の健康づくり・介護予防（食事・運動に取り組む、健診を受ける、病気の治療を続ける、体づ
くりをするなど）。できることのおすそ分け（ご近所同士の見守り、声かけ、ボランティアなどに参加す
るなど）
　気にかかる方、心配な方がみえましたら、ご相談ください。
　木曽岬町地域包括支援センター（☎68－8183）、木曽岬町保健センター（☎68－6119）

●開 催 日／毎月第４火曜日
　　　　　　午後１時30分～午後３時
　　　　　　（11月は第5、12月は第3火曜日）
●場　　所／福祉・教育センター　会議室１
●参 加 費／無料
●問合せ先／木曽岬町地域包括支援センター
　　　　　　（☎68－8183）

☆介護や認知症についての個別相談も同時開催して
　います。ちょっと聞きたい、こんなときどうする
　の？等々…お気軽にご相談ください。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、
　中止または変更する場合がありますのでご了承く
　ださい。

医療や介護などできるサービスには限度があります。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化しています。
健康で過ごすために大切なつながりが、少なくなっている方もみえます。

いつもより互いに気にかけて、過ごしましょう。
うつらない、うつさないために感染症対策の基本を何度でも確認し、

続けていきましょう。

手洗い・うがい マスクの着用 ３蜜を避ける

オレンジカフェに参加しませんか？オレンジカフェに参加しませんか？
オレンジカフェとは？

　認知症が気になる方や介護されている方、地域のみなさん、専門職等だれもが気軽に参加して『話をする』

『話を聞いてもらう』『認知症について知る』ことができる交流の場です。なんでも話せる息抜きの場として

参加者同士の語らいで過ごしませんか？
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Ｏ
Ｎ
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こんに ちは地域包括支援センターです
☎68-8183

　木曽岬町の「高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画」という計画が策定されていることをご存知で
すか？
　木曽岬町で色々な計画が立てられている中の１つで、３年に１度、65歳以上の方へアンケートに回答
いただいたり、現在行っている事業について現状を把握・評価し、めざすところを決めて、実施しています。

　この先、地域包括支援システムの整備や地域共生社会に向けた地域包括ケアシステムの深化のための
施策を推進しています。

『生涯にわたり生きがいを持ち、
安心して心豊かに暮らせるまちづくり』

めざすところ（基本理念）

地域の高齢者等を支える、地域住民を巻き込んだ課題
共有、地域のネットワークづくりが行われています。

知識や経験を活かし、いきいきと
暮らしています。

身近な相談窓口で、自宅で
生活が続けられるように相
談し、見守りや生活支援の
アドバイスを受けています。

生涯、健康で過ごせるように、自ら体
操や趣味活動に参加し、体力づくり
を行い、介護予防をしています。

地域の中で、協力し、互いに支え
合い、まちづくりに自らも積極的
に参加しています。

介護が必要になっても、介護サー
ビスを利用し、訪問診療を受けな
がら、安心して生活が送れる環境
づくりが進められています。

医療機関

住み慣れた住まい 訪問診療

施設サービス

在宅サービス
地域包括支援センター

地域ケア会議、
地域を交えた支援体制

地域の
支え合い

在宅介護支援センター

介護予防・健康づくり

集いの場づくり

『地域包括ケアシステム』のイメージ『地域包括ケアシステム』のイメージ 地域包括ケアシステムとは？

　可能な限り住み慣れた地域

において継続して生活できる

よう①介護②予防③医療④生

活支援⑤住まいの５つのサー

ビスを一体化して提供してい

く体制です。

地域共生社会とは？

　制度・分野ごとの「縦割り」

や「支え手」「受け手」とい

う関係を超えて、地域住民や

地域の多様な主体が『我が事』

として参画し、人と人、人と

資源が世代や分野を超えて

『丸ごと』つながることで、

住民一人ひとりの暮らしとい

きがい、地域をともに創って

いく社会のことです。

生活支援
サービス

多種多様な支え合いの仕
組みが整っています。

皆さんがシステムの一部！
ひとり一人ができることを最期まで！
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１１
月
７
日（
日
）に
名
古
屋
・
熱
田

神
宮
か
ら
三
重
・
伊
勢
神
宮
ま
で
の

１
０
６
．
８
㎞
で
「
第
５３
回
全
日
本

大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
国
道
２３
号
線

な
ど
で
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
沿
道
で
の
観

戦
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://daigaku-ekiden.com
/

を
ご
覧
願
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
全
日
本
大
学
駅
伝
大
会
事
務
局

　
　
☎
０
５
２
│
２
２
２
│
５
９
２
６

　
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を

改
善
す
る
た
め
、
働
い
て
い
な
い
方

を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

通
信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

　
働
い
て
い
な
い
方
で
、
概
ね
７０
歳

　
未
満
の
方
。

　
研
修
修
了
後
、
福
祉
・
介
護
職
場

　
に
就
職
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

●
募
集
定
員

　
３９
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受  

講  

料

　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

●
受
講
方
法

　
本
会
よ
り
配
布
す
る
テ
キ
ス
ト
等

　
資
料
に
よ
り
学
習
し
、
指
定
す
る

　
各
期
日
ま
で
に
レ
ポ
ー
ト
課
題
を

　
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
技

　
科
目
は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
学
習
し

　
ま
す
。

●
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１
３
１
）

●
募
集
期
間

　
〜
１０
月
２７
日（
水
）
必
着

●
研
修
期
間

　
１１
月
２２
日（
月
）〜
２
月
２５
日（
金
）

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
員
養
成
研
修
担
当

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

「
人
生
１００
年
時
代
の
プ
ラ
ス
年
金
」

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
々
が
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
を
す
る
公
的
な
年
金
で
す
。

●
メ
リ
ッ
ト
は

①
掛
金
が
全
額「
社
会
保
険
料
控
除
」

　
で
、
受
取
る
年
金
も
「
公
的
年
金

　
等
控
除
」
の
対
象
で
す
。

②
受
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で

　
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

③
万
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一
時
金
が

　
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺
族
保
証
の

　
な
い
Ｂ
型
も
選
べ
ま
す
）

④
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
。

　
お
休
み
や
増
減
も
で
き
ま
す
。

●
加
入
で
き
る
方
は

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　
（
免
除
の
方
な
ど
を
除
き
ま
す
）

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
（
６０
歳

　
か
ら
６５
歳
未
満
の
方
や
海
外
在
住

　
の
方
）
で
す
。

　
　
全
国
国
民
年
金
基
金
三
重
支
部

　
　
☎
０
１
２
０
│
６
５
│
４
１
９
２

　
　

https://w
w
w
.zenkoku-
kikin.or.jp/

　
三
重
県
最
低
賃
金
は
、
１０
月
１
日

か
ら
２８
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
時
間
額

９
０
２
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す
る

事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
要
件
緩
和
や
拡
充
さ
れ
た

中
小
企
業
支
援
の
た
め
の
業
務
改
善

助
成
金
制
度
な
ど
の
支
援
策
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
労
働
局
賃
金
室

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
８

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
令

和
２
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
３１
万

件
、
死
傷
者
数
は
約
３７
万
人
と
、
国

民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害

者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て

の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す

る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
！

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る

こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　
　
中
部
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
旅

　
　
客
第
一
課

　
　
☎
０
５
２
│
９
５
２
│
８
０
３
５

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

最
低
賃
金
が
改
定
に

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
通
信
講
座
）の
受
講
生
募
集

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
」

全
日
本
大
学
駅
伝
開
催
に
伴

う
交
通
規
制
、
沿
道
で
の
観

戦
自
粛
の
お
願
い

問

問

問

問

申・問
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30年

二・小・原、他（取得年月日）

S46.1.1 ～ S46.12.31

S56.1.1 ～ S56.12.31

H 3.1.1 ～ H 3.12.31

40年

50年

①
年
末
調
整
説
明
会
の
取
り
や
め

　
国
税
庁
に
お
い
て
は
、
各
種
事
務

　
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
更
な
る

　
納
税
者
利
便
の
向
上
に
取
り
組
ん

　
で
い
ま
す
。
年
末
調
整
に
関
す
る

　
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
、
動
画
配

　
信
を
中
心
と
し
た
情
報
提
供
体
制

　
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の

　
た
め
、
税
務
署
主
催
で
実
施
し
て

　
い
た
年
末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て

　
は
、
令
和
３
年
以
降
は
開
催
し
ま

　
せ
ん
。

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
の
ご
案

　
内
　
日　
時

　
　
１１
月
１５
日（
月
）

　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時

　
　
午
後
３
時
〜
４
時

　
　
１２
月
１６
日（
木
）

　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時

　
　
午
後
１
時
〜
２
時

　
場　
所

　
　
桑
名
税
務
署
２
階
会
議
室

　
　
（
桑
名
市
江
場
７
番
地
６
）

　
そ
の
他

　
　
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
問
合

　
　
せ
先
ま
で
申
込
を
お
願
い
し
ま

　
　
す
。

　
　
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同

　
　
じ
で
す
。

③
確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
のe-Tax

　
が
便
利
で
す

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

　
ど
か
ら「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

　
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
案
内
に
従

　
っ
て
入
力
す
る
だ
け
で
、
申
告
書

　
が
作
成
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

　
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
り
生
命
保
険

　
料
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
確
定
申

　
告
の
必
要
書
類
の
デ
ー
タ
を
一
括

　
取
得
し
、
自
動
入
力
が
可
能
と
な

　
り
ま
す
。（
令
和
２
年
１０
月
以
降

　
順
次
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
税
務
署
発

　
行
の
Ｉ
Ｄ・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
。（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

　
ル
連
携
を
行
う
に
は
事
前
準
備
が

　
必
要
で
す
）
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
税
務
署　

　
　
②（
個
人
事
業
者
の
方
）

　
　
③
に
つ
い
て

　
　
個
人
課
税
部
門　

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
２
│
５
１
２
３

　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　
　
①
②（
法
人
の
方
）
に
つ
い
て

　
　
法
人
課
税
部
門

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
７
│
０
３
０
１

　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　
三
重
県
交
通
安
全
協
会
に
加
入
し

て
み
え
る
方
で
、
長
期
安
全
運
転
に

努
め
て
お
ら
れ
る
方
は
、
一
定
の
要

件
の
下
、
希
望
者
か
ら
の
自
己
申
請

に
よ
り
写
真
の
よ
う
な
「
優
良
運
転

者
表
彰
」（
３０
年
、
４０
年
、
５０
年
）

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
資
格
要
件

　
①
三
重
県
交
通
安
全
協
会
に
個
人

　
　
会
員
と
し
て
加
入
し
て
い
る
方

　
②
運
転
免
許
取
得
後
、３０
年（
４０
年
、

　
　
５０
年
）
以
上
自
己
の
責
任
に
よ

　
　
る
交
通
事
故
が
な
い
者

　
③
過
去
５
年
以
内
に
交
通
違
反
が

　
　
な
い
者

　
　
（
令
和
４
年
１
月
中
に
発
行
さ

　
　
れ
た
運
転
記
録
証
明
書
の
添
付

　
　
が
必
要
で
す
。）

　
④
過
去
５
年
以
内
に
罰
金
以
上
の

　
　
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い

　
　
者

　
⑤
三
重
県
に
住
所
が
あ
る
方

●
受
付
期
間

•
表
彰
希
望
の
受
付
は
、
令
和
３
年

　
１２
月
２８
日
迄
で
す
。【
第
１
段
階
】

　
（
こ
の
期
間
に
表
彰
の
申
請
書
類

　
を
受
取
り
、
自
動
車
安
全
運
転
セ

　
ン
タ
ー
へ
運
転
記
録
証
明
書
の
申

　
請
が
必
要
で
す
。
申
請
に
は
６
７

　
０
円
＋
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま

　
す
。
セ
ン
タ
ー
の
申
請
期
日
は
令

　
和
３
年
１２
月
２８
日
迄
で
す
。）

⇦

•
表
彰
申
請
の
受
付
は
、
令
和
４
年

　
１
月
３１
日
迄
で
す
。【
第
２
段
階
】

　
（
上
記
申
請
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー

　
か
ら
届
い
た
運
転
記
録
証
明
書
に

　
「
違
反
等
の
記
載
が
な
い
こ
と
」を

　
確
認
さ
れ
、
優
良
運
転
者
表
彰
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
、
押
印

　
の
上
、
令
和
４
年
１
月
３１
日
ま
で

　
に
各
地
区
交
通
安
全
協
会
窓
口
へ

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。）

※

表
彰
は
２
段
階
の
手
続
き
を
要
し

　
ま
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
気
を
付
け

　
て
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
対
象
者

　
ご
自
身
が
令
和
４
年
（
２
０
２
２

　
年
）
表
彰
の
対
象
者
と
な
っ
て
い

　
る
か
は
「
免
許
証
」
の
取
得
年
月

　
日
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※

表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
、
又
は
詳

　
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
三

　
重
県
交
通
安
全
協
会
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
県
交
通
安
全
協
会

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
９
６
３
６

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

『
優
良
運
転
者
表
彰
』を
希
望

さ
れ
る
皆
様
へ

問

問
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ミーポ君
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

町内8月の交通事故
●件数／12件（89件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（6人）

（　　）…令和3年累計

横断歩道を渡る時は「ハンドサイン」で意思表示！！

ハロウィンジャンボミニ5,000万円ハロウィンジャンボミニ5,000万円ハロウィンジャンボミニ5,000万円
ハロウィンジャンボ5億円ハロウィンジャンボ5億円ハロウィンジャンボ5億円

（1等3億円・前後賞各1億円合わせて）

（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）

各1枚 300円公益財団法人三重県市町村振興協会

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

発売期間  9 /22水～10/22金
抽せん日 10/29金9月22日水2種類同時発売！

　横断歩道は歩行者優先ですので、歩行者が横断しようとしている場合や横断している場合、車は停止するこ
とが大前提です。
　そのうえで、歩行者側も横断する際に「ハンドサイン」を出すなど安全な行動を実践することで、交通事故
防止に繋がります。

「民事介入暴力巡回無料法律相談」の開催
　暴力追放三重県民センターが主催する「民事介入暴力巡回無料法律相談」が開催されます。
　相談当日は、暴力相談の専門的な知識を有する暴力追放三重県民センターの暴力追放相談委員や三重弁護士
会民事介入暴力対策委員会の弁護士、警察官が面接し、暴力団等との民事トラブルや暴力団等からの不法行為
などによる被害についての相談を受け付け、指導、助言等を行います。
　相談は無料で、秘密は厳守いたします。

●開  催  日／ 11月1日（月）午後5時30分～午後8時30分
●開催場所／三重県四日市市諏訪町2-2　四日市市総合会館7階　第2研修室
●相談事例／（１）刑事問題　•暴力団等から脅されている。
　　　　　　　　　　　　　•暴力団等から乱暴された。
　　　　　　（２）民事問題　•暴力団等から用心棒代、挨拶料等を要求されている。
　　　　　　　　　　　　　•暴力団等から協力金等の名目で不当に金銭等を要求されている。
　　　　　　　　　　　　　•暴力団等が交通事故の示談、倒産整理、債券の取立に介入している。
　　　　　　　　　　　　　•暴力団への加入を要求されている、暴力団からの脱退を妨害されている。
●問合せ先／暴力追放三重県民センター　　　☎0120-31-8930
　　　　　　三重県警察本部組織犯罪対策課　☎059-222-0110
　　　　　　桑名警察署　　　　　　　　　　☎0594-24-0110

自らの安全を守るための交通行動

大人も恥ずかしがらず、みんなで少し手を上げてサインを出しましょう。

① 少し手を上げる、運転者に顔を向けるなどして横断する意思表示をしよう。
② 安全を確認してから横断しよう。
③ 横断中も周りに気をつけよう。
＋ 横断する際や横断後に「止まってくれて、ありがとう」の意思表示！
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Ｎ
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月カレンダー10

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  4日・  7日・11日・14日・18日
21日・25日・28日

毎週火・金曜日
  1日・  5日・  8日・12日・15日
19日・22日・26日・29日

毎月第１・第３水曜日
6日・20日

毎月第２水曜日
13日

毎月第４水曜日
27日

毎週水曜日
6日・13日・20日・27日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 24日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

6 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

27㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

14㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前11時30分

※新型コロナウイルス感染症予防のため、健康カレンダーと変更されている行事があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

26㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室1 午後1時30分～午後3時

24日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

15㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

25㊊•人権相談・心配ごと相談・行政相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

3 日•がん検診（胃・肺・大腸・乳・子宮） 保健センター 午前8時30分～午前10時30分 要予約☎68-6119

19㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

7 ㊍•１歳半健診・３歳児健診•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時15分～午後2時30分

12㊋•のびのび指導室•母乳相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時30分～午前10時30分
午前10時～午前11時

20㊌•転倒予防教室•ブックスタート
福祉・教育センター集会室
図書館

午後1時30分～午後3時
午後2時30分～午後3時30分

10月の納付
●住民税（11/1納期限） ………………… 第３期分
●国民健康保険料（11/1納期限） ……… 第４期分
●後期高齢者医療保険料（11/1納期限）   第４期分
●水道料金・下水道使用料（11/1納期限）  … Ａ地区
●こども園保育料（10/27納期限） ………… 10月分
●学校給食費（10/15納期限） ……………… 10月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

21㊍
•カウンセリング
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬

保健センター
福祉・教育センター 要予約

☎059-359-7280
午前9時30分～午前11時30分
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木
曽
岬
町
は
、地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て『
緑
化
の
推
進
』に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
保
全
の
た
め
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
／
木
曽
岬
町
役
場
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岬
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広報

元町議会議員2人に

「旭日単光章」「旭日単光章」
　濱田　甚吉氏は平成9年に、故伊藤　浩氏は平成13年に町議会議員に就任

以来、議員として町政の推進、地方自治の発展に貢献されたことにより、この

たび、「旭日単光章」を受賞されました。

　濱田氏は社会福祉に、伊藤氏は社会体育に長年貢献されてきました。

　この叙勲の伝達式はご自宅において行われ、町長から濱田氏ご本人、伊藤

氏のご遺族に伝達されました。

　ここに、長年に亘る氏のご尽力と功績に感謝申し上げます。

濱田 甚吉氏
伝達式

故 伊藤 浩氏
伝達式


